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健康増進法に基づき、被保険者の健康の保持増進に資することを目的として保険者等が効果的かつ効

率的な保健事業の実施を図るため、特定健診等の結果、レセプトデータ等の健康・医療情報を活用して、
ＰＤＣＡサイクルに沿って運用するとしています。 

計画期間は、2018 年度から 2023 年度の６年間とし、2020 年度に中間評価を行います。 
 

 
１ 策定経過 

第 1 期計画で脳血管疾患、虚血性心疾患、慢性腎不全を重点に重症化予防を進めた。 
→結果・・・医療費の減少、外来受療率の増加、外来医療費の増加抑制 

→医療費適正化が図られた。 
   →しかし、新たな課題として・・・介護認定の増加、高血圧・脂質異常症に係る費用の増加 
    →背景には・・・継続した治療ができているか、重症化予防の視点が課題 
     →第２期へ継続 
２ 成果目標 

中⻑期的な目標 
 ◇ 医療費の伸びを抑える 

  ◇ 入院の伸び率を 2023 年度に国並みにする（重症化予防により入院を抑える） 
◇ 脳血管疾患、虚血性心疾患、糖尿病性腎症の３つの患者割合を 2018（H30）年度比 0.2% 減少

させる 
短期的な目標 

  ◇ 高血圧、脂質異常症、糖尿病、メタボリックシンドローム等の減少 
（脳血管疾患、虚血性心疾患、糖尿病性腎症の血管変化における共通のリスク） 

◇ 毎年、血圧、血糖、脂質、慢性腎臓病の検査結果の改善 
   （食事摂取基準（2015 年版）の基本的な考え方ベース） 

 
 
１ 位置づけ 

第 2 期中野市保健事業の短期的な目標の実施方法として、健診の機会の提供、状況に応じた保健指
導を実施し、生活習慣病の発症予防、重症化予防につなげるものです。 

２ 目標                                    （単位：%） 
 H30 

(2018) 
R1 

(2019) 
R2 

(2020) 
R3 

(2021) 
R4 

(2022) 
R5 

(2023) 
特定健診実施率 51 55 60 64 68 70 
特定保健指導実施率 39 40 42 43 44 45 

  （参考 国の第３期特定健康診査等基本方針による 2023 年度までの目標値） 
 

全国 
市町村 
国保 

国保組合 健保 私学共済 共済組合 

特定健診実施率 70％以上 60％以上 70％以上 65％以上 85％以上 90％以上 
特定保健指導実施率 45％以上 60％以上 30％以上 35％以上 30％以上 45％以上 

第２期中野市保健事業実施計画・第３期特定健診等実施計画とは 

第２期中野市保健事業実施計画の概要 

第 3 期特定健診・特定保健指導等実施計画の概要 
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１ 評価を行うにあたっては、短期的評価・中⻑期的評価の視点で行います。 

【短期的評価】 
データヘルス計画等合わせ年１回実施 

  （KDB 等の情報を活用） 
【中⻑期的評価】 

脳血管疾患、虚血性心疾患、糖尿病性腎症の患者割合と合わせて評価します。 
２ 具体的な評価方法 

「特定健康診査等実施計画作成の手引き（第３版）」に記載の評価方法を参考に実施します。 
【特定健診・特定保健指導の実施率】 

国への実績報告（法定報告）を評価に活用 
【メタボリックシンドロームの該当者・予備軍（特定保健指導の該当者）の減少率】 

   特定保健指導該当者の減少 
 
 
１ 糖尿病性腎症の取り組み 
  腎症重症化予防プログラム事業 

【短期的評価】 
   ◇ 受診勧奨対象者への介入率 
   ◇ 医療機関受診率 
   ◇ 医療機関未受診者への再勧奨数 
   ◇ 保健指導率 
   ◇ 介入前後の検査値の変化を比較 
２ 虚血性心疾患の取り組み 
  虚血性心疾患重症化予防事業 
   脳血管予防に関する包括的リスク管理チャート 2015、虚血性心疾患の一次予防ガイドライン

2012 改訂版、血管機能非侵襲的評価法に関する各学会ガイドライン等を活用し重点保健指導を実施
する。 
【短期的評価】 

   ◇ 高血圧、糖尿病、脂質異常症、メタボリックシンドローム、LDL コレステロール等重症化予
防対象者の減少 

３ 脳血管疾患の取り組み 
  脳血管疾患重症化予防事業 
   脳卒中治療ガイドライン、脳卒中予防への提言、高血圧治療ガイドラインを活用し重点保健指導

を実施する。 
【短期的評価】 

   ◇ 高血圧、糖尿病、脂質異常症、メタボリックシンドローム等重症化予防対象者の減少 

中野市保健事業の成果目標達成に向けての内容 

特定健診・特定保健指導等実施計画の評価 
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を
行

い
、

個
別

に
体

組
成

等
の

測
定

や
保

健
師

・
管

理
栄

養
士

の
相

談
が

行
え

る
機

会
を

設
け

て
い

る
。

過
去

2年
は

、
そ

れ
ぞ

れ
30

名
の

参
加

が
あ

り
特

定
保

健
指

導
率

の
向

上
に

つ
な

が
っ

た
。

C

地
域

の
巡

回
や

夜
間

健
診

の
実

施
に

よ
り

で
き

る
限

り
多

く
の

受
診

機
会

を
提

供
し

て
い

る
。

⼀
方

で
、

定
期

通
院

し
て

い
る

方
に

つ
い

て
は

、
「

医
療

機
関

に
通

院
中

の
た

め
健

診
は

受
診

し
な

い
」

と
い

う
方

が
毎

年
約

10
00

人
お

り
、

通
院

と
健

診
の

違
い

や
健

診
を

受
け

る
こ

と
の

意
義

を
市

⺠
に

伝
え

き
れ

て
い

な
い

。
今

後
は

、
健

診
未

受
診

者
へ

の
受

診
勧

奨
に

お
い

て
、

通
知

方
法

を
工

夫
す

る
な

ど
を

行
い

受
診

者
を

増
や

す
こ

と
を

目
指

す
。

A

特
定

保
健

指
導

実
施

率
は

目
標

値
を

達
成

で
き

て
い

る
⼀

方
で

、
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
の

改
善

率
が

低
い

。
今

後
は

特
に

、
女

性
の

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

へ
の

対
策

や
、

薬
剤

治
療

中
の

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

該
当

者
に

重
点

的
に

取
り

組
む

。
ま

た
効

果
的

な
保

健
指

導
に

つ
い

て
の

研
修

等
を

行
い

、
改

善
に

つ
な

が
る

保
健

指
導

を
行

う
。

予
備

軍
に

つ
い

て
は

男
女

と
も

増
加

し
て

い
る

。
将

来
的

な
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
の

減
少

を
目

指
し

、
若

年
・

子
育

て
世

代
か

ら
の

生
活

習
慣

病
予

防
の

啓
発

を
行

っ
て

い
く

。

-

B

-減
少

短 期 評 価

特
定

健
診

・
特

定
保

健
指

導

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

該
当

者
（

%
）

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

予
備

軍
（

%
）

特
定

健
診

受
診

率
（

%
）

特
定

保
健

指
導

実
施

率
（

%
）

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム
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